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令和７年度日向東臼杵広域連合歳入歳出決算審査意見について

　　地方自治法第292条の規定により準用する同法第233条第２項の規定に基づき

　審査に付された令和７年度歳入歳出決算書、決算附属書類及び証書類を審査し

　たので、その結果について次のとおり意見を提出します。
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１

２

ている。

また、合計と内訳を一致させるため調整を行っている。

３

４

「０.０」 ・・・・・・・・

「 △ 」 ・・・・・・・・マイナス

「 － 」 ・・・・・・・・

「皆増」 ・・・・・・・・

「皆減」 ・・・・・・・・

凡 例

文中及び表中の金額は、表示単位未満で四捨五入している。

また、合計と内訳を一致させるため調整を行っている。

文中、表中及び図中の比率は、小数点第２位を四捨五入して小数点第１位まで表示し

「ポイント」は、前年度の％との比較である。

各表中の符号等の用法は、次のとおりである。

該当数値はあるが、単位未満のもの

該当数値のないもの

前年度に該当数値がなく、全額増加したもの

当年度に該当数値がなく、全額減少したもの



第１ 審査の対象

　令和７年度　日向東臼杵広域連合歳入歳出決算

第２ 審査の期間

　令和８年８月６日から令和８年９月30日まで

第３ 審査の方法

１

　　

　　

　　

　２

　　

　　

第４ 審査の結果

第５ 決算の概要

円

円

円

円

円

令和７年度　日向東臼杵広域連合歳入歳出決算審査意見

　当年度の決算額は、

歳 入 1,126,326,719

歳 出 1,101,384,847

歳 入 歳 出 差 引 残 額 24,941,872
翌年度へ繰り越すべき財源 0

実 質 収 支 額 24,941,872

　審査に当たっては、審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類が地方自治法等の関係

法令の規定に基づいて作成されているか、計数は正確で適正に処理されているかについて

確認するとともに、予算は法令等に基づいて適切に執行されているかなど、予算の執行状

況とその事務処理の適否等について審査した。

　審査は、関係諸帳簿と証拠書類等との照合のほか、関係職員から説明を聴取するなどし

て実施した。

　審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成され

ており、その計数においても正確で、令和７年度における歳入歳出予算の執行状況は、お

おむね適正であると認められた。

であり、前年度に比べ歳入は 35,197,478円（3.2％）、歳出は 35,741,924円（3.4％）そ

れぞれ増加している。
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１ 歳入

円

円

円

円

表 １

07_第１款　第１款 　分担金及び負担金

円

円

円

表 ２　

　歳入の決算額は、

予 算 現 額 1,126,172,000

調 定 額 1,126,326,719

収 入 済 額 1,126,326,719

収 入 未 済 額 0

(単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比 較 増 減

金 額 (A) 構成比 金 額 (B) 構成比 金額(A)-(B) 増減率

分担金及び負担金 670,018,599 59.5 574,213,640 52.6 95,804,959 16.7 

使用料及び手数料 33,161,500 2.9 30,791,500 2.8 2,370,000 7.7 

国 庫 支 出 金 51,540,000 4.6 11,666,000 1.1 39,874,000 341.8 

県 支 出 金 0 － 0 － 0 －

財 産 収 入 563,172 0.1 1,252,864 0.1 △ 689,692 △ 55.0 

寄 附 金 0 － 0 － 0 －

繰 入 金 41,774,000 3.7 48,758,000 4.5 △ 6,984,000 △ 14.3 

繰 越 金 0 － 0 － 0 －

諸 収 入 769,448 0.1 547,237 0.1 222,211 40.6 

組 合 債 328,500,000 29.1 423,900,000 38.8 △ 95,400,000 △ 22.5 

合 計 1,126,326,719 100.0 1,091,129,241 100.0 35,197,478 3.2 

予 算 現 額 669,522,000

調 定 額 670,018,599

収 入 済 額 670,018,599

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

分 担 金 665,657,000 564,901,000 100,756,000 17.8 

負 担 金 4,361,599 9,312,640 △ 4,951,041 △ 53.2 

合 計 670,018,599 574,213,640 95,804,959 16.7 

となっている。

　収入済額の予算現額に対する比率は 100.0％で、調定額に対する比率も 100.0％であ

る。

　収入済額を款別にみると、次のとおりである。

款 別

　収入済額の予算現額に対する比率は 100.0％で、調定額に対する比率も 100.0％であ

る。

　収入済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別
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（１）分担金

（２）負担金

08_第２款　第２款 　使用料及び手数料

円

円

円

表 ３　

（１）使用料

（２）手数料

09_第３款　第３款 　国庫支出金

円

円

円

収入済額の予算現額に対する比率は 100.6％、調定額に対する比率は 100.0％である。

予 算 現 額 34,551,000

調 定 額 33,161,500

収 入 済 額 33,161,500

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

使 用 料 33,161,500 30,791,500 2,370,000 7.7 

手 数 料 0 0 0 －

合 計 33,161,500 30,791,500 2,370,000 7.7 

　当年度も前年度と同様に手数料の収入はない。

予 算 現 額 51,233,000

調 定 額 51,540,000

収 入 済 額 51,540,000

　前年度に比べ 100,756,000円（17.8％）増加している。これは、保健衛生分担金

（斎場施設）6,513,000円が減少したものの、一般管理分担金 1,551,000円、清掃分

担金（最終処分場） 92,373,000円及び清掃分担金（ごみ処理施設） 13,345,000円が

増加したことによるものである。

　前年度に比べ 4,951,041円（53.2％）減少している。これは、下水道汚泥処理負担

金 473,921円が増加したものの、清掃費負担金（ごみ処理施設）5,424,962円が減少

したことによるものである。

　収入済額の予算現額に対する比率は 96.0％で、調定額に対する比率は 100.0％であ

る。

　収入済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別

　前年度に比べ 2,370,000円（7.7％）増加している。これは主に、保健衛生使用料

（斎場使用料）の歳入計上対象期間を令和６年度から変更したことによるものであ

り、利用件数全体の増加によるものではない。
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10_第４款　第４款 　県支出金

円

円

円

11_第５款　第５款 　財産収入

円

円

円

表 ４　

（１）財産運用収入

（２）財産売払収入

12_第６款　第６款 　寄附金

円

円

円

13_第７款　第７款 　繰入金

円

円

円

予 算 現 額 1,000

調 定 額 0

収 入 済 額 0

　当年度も、前年度と同様に県支出金の収入はない。

予 算 現 額 366,000

調 定 額 563,172

収 入 済 額 563,172

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

財産運用収入 563,172 42,864 520,308 1,213.9 

財産売払収入 0 1,210,000 △ 1,210,000 皆減

合 計 563,172 1,252,864 △ 689,692 △ 55.0 

　当年度の財産売払収入はなかったことから、皆減となっている。

予 算 現 額 1,000

調 定 額 0

収 入 済 額 0

　当年度も、前年度と同様に寄附金の収入はない。

予 算 現 額 41,775,000

調 定 額 41,774,000

収 入 済 額 41,774,000

　収入済額の予算現額に対する比率は 153.9％、調定額に対する比率は 100.0％であ

る。

　収入済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別

　前年度に比べ 520,308円（1,213.9％）増加している。これは利子及び配当金の増

加によるものである。
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表 ５　

（１）基金繰入金

14_第８款　第８款 　繰越金

円

円

円

15_第９款　第９款 　諸収入

円

円

円

表 ６　

（１）預金利子

　前年度に比べ 6,150.0％増加している。

（２）雑入

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

基 金 繰 入 金 41,774,000 48,758,000 △ 6,984,000 △ 14.3 

予 算 現 額 1,000

調 定 額 0

収 入 済 額 0

　当年度も、前年度と同様に繰越金の収入はない。

予 算 現 額 222,000

調 定 額 769,448

収 入 済 額 769,448

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

預 金 利 子 625 10 615 6,150.0 

雑 入 768,823 547,227 221,596 40.5 

合 計 769,448 547,237 222,211 40.6 

　収入済額の予算現額に対する比率は おおむね100.0％、調定額に対する比率は 

100.0％である。

　収入済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別

　前年度に比べ 6,984,000円（14.3％）減少している。これは、最終処分場基金繰入

金は 1,206,000円の皆増となったものの、財政調整基金繰入金 676,000円、ごみ処理

施設整備基金繰入金 7,514,000円が減少したことによるものである。

　収入済額の予算現額に対する比率は 346.6％、調定額に対する比率は 100.0％であ

る。

　収入済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別

　前年度に比べ 221,596円（40.5％）増加している。これは主に、自動販売機電気料  

27,832円の減少等はあるものの、鉄骨廃材処分費 233,376円の増加等によるものであ

る。
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16_第10款　第10款 　組合債

円

円

円

２ 歳出

円

円

円

円

表 ７　

18_第１款　第１款 　議会費

円

円

円

表 ８　

予 算 現 額 328,500,000

調 定 額 328,500,000

収 入 済 額 328,500,000

　歳出の決算額は、

予 算 現 額 1,126,172,000

支 出 済 額 1,101,384,847

翌 年 度 繰 越 額 0

不 用 額 24,787,153

(単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比 較 増 減

金 額 (A) 構成比 金 額 (B) 構成比 金額(A)-(B) 増減率

議 会 費 781,108 0.1 755,789 0.1 25,319 3.4 

総 務 費 36,161,986 3.3 35,001,087 3.3 1,160,899 3.3 

衛 生 費 1,057,679,677 96.0 1,014,783,441 95.2 42,896,236 4.2 

公 債 費 6,762,076 0.6 15,102,606 1.4 △ 8,340,530 △ 55.2 

予 備 費 0 － 0 － 0 －

合 計 1,101,384,847 100.0 1,065,642,923 100.0 35,741,924 3.4 

予 算 現 額 1,090,000

支 出 済 額 781,108

不 用 額 308,892

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

議 会 費 781,108 755,789 25,319 3.4 

　収入済額の予算現額に対する比率は 100.0％、調定額に対する比率も 100.0％であ
る。

となっている。

　予算執行率は、97.8％（前年度97.5％）である。

　支出済額を款別にみると、次のとおりである。

款 別

　予算執行率は、71.7％（前年度72.5％）である。不用額 308,892円は、執行残による

ものである。

　支出済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別
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19_第２款　第２款 　総務費

円

円

円

表 ９　

（１）総務管理費

（２）選挙費

　

（３）監査委員費

20_第３款　第３款 　衛生費

円

円

円

予 算 現 額 38,864,000

支 出 済 額 36,161,986

不 用 額 2,702,014

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

総 務 管 理 費 35,992,496 34,833,027 1,159,469 3.3 

選 挙 費 111,576 111,576 0 0.0 

監 査 委 員 費 57,914 56,484 1,430 2.5 

合 計 36,161,986 35,001,087 1,160,899 3.3 

　前年度と同額である。

　前年度に比べ 1,430円（2.5％）増加している。これは、需用費の増加である。

予 算 現 額 1,078,354,000

支 出 済 額 1,057,679,677

不 用 額 20,674,323

　前年度に比べ 25,319円（3.4％）増加している。これは報酬 38,400円の減少はある

ものの、旅費 1,970円、需用費 45,408円、役務費 2,591円、委託料 13,750円の増加に

よるものである。

　予算執行率は、93.0％（前年度92.8％）である。不用額 2,702,014円は、主に総務管

理費 2,647,504円で、執行残によるものである。

　支出済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別

　前年度に比べ 1,159,469円（3.3％）増加している。これは主に、給料 373,559

円、職員手当等 382,408円等の減少はあるものの、委託料 318,662円、共済費 

238,348円、負担金、補助及び交付金 1,025,440円等の増加によるものである。

　予算執行率は、98.1％（前年度97.8％）である。不用額 20,674,323円は、保健衛生

費 2,749,172円及び清掃費 17,925,151円であり、いずれも執行残によるものである。

　支出済額を項別にみると、次のとおりである。
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表 10　

（１）保健衛生費

（２）清掃費

21_第４款　第４款 　公債費

円

円

円

表 11　

表 12　

　

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

保 健 衛 生 費 101,105,828 106,259,811 △ 5,153,983 △ 4.9 

清 掃 費 956,573,849 908,523,630 48,050,219 5.3 

合 計 1,057,679,677 1,014,783,441 42,896,236 4.2 

予 算 現 額 6,864,000

支 出 済 額 6,762,076

不 用 額 101,924

    (単位：円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　較　増　減

金 額 (A) 金 額 (B) 増減額(A-B) 増 減 率

公 債 費 6,762,076 15,102,606 △ 8,340,530 △ 55.2 

    (単位：千円)

令和６年度末 令和７年度 令和７年度 差引現在高

 現在高 (A) 発行高 (B) 元金償還額 (C) (A+B-C)

ごみ処理施設 423,900 328,500 0 752,400 

項 別

　前年度に比べ 5,153,983円（4.9％）減少している。これは主に、工事請負費 

3,309,900円、職員手当等 233,008円、需用費 2,013,726円、委託料 371,600円等の

減少によるものである。

　前年度に比べ 48,050,219円（5.3％）増加している。これは主に、清掃センター基

幹的設備改良事業に係る工事請負費 106,000,000円等の減少はあるものの、最終処分

場施設整備事業に係る委託料 119,700,000円等の増加によるものである。

　予算執行率は、98.5％（前年度99.3％）である。

　支出済額を項別にみると、次のとおりである。

項 別

　前年度に比べ 8,340,530円（55.2％）減少している。これは、前年度は元金 

15,079,982円及び利子 22,624円の支出であったのに対し、当年度は元金の償還がな

く、利子 6,762,076円のみの支出となったことによるものである。

　当年度における借入金（元金）の状況は、次のとおりである。

区 分
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22_第５款　第５款 　予備費

円

円

円

円

第６ 実質収支に関する調書

第７ 財産に関する調書

１ 公有財産

２ 基　　金

表 13

予 算 額 1,000,000

充 用 額 0

予 算 現 額 1,000,000

不 用 額 1,000,000

　当年度も、前年度と同様に予備費の充用はない。

　公有財産の当年度末現在高は、土地 27,438㎡、建物 6,101㎡で前年度と変動はない。

　基金の状況は、次のとおりである。

    (単位：千円)

区 分 前年度末現在高(A) 当年度中増減高(B) 当年度末現在高(A+B)

財 政 調 整 基 金 45,324 2,919 48,243 

一般廃棄物最終処
分場施設整備基金

火葬場施設整備基金 127,329 23,381 150,710 

ごみ処理施設整備基金 309,757 △ 20,596 289,161 

合 計 579,900 68,659 648,559 

　実質収支に関する調書の計数は、正確であると認められ、その額は 24,942千円で前年

度 25,486千円に比べ 544千円（2.1％）減少している。

97,490 62,955 160,445 
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む す び

　当年度の決算額は、歳入総額 11億2,633万円、歳出総額 11億138万円で、前年度に比べ

歳入で 3,520万円（3.2％）増加し、歳出では 3,574万円（3.4％）増加している。

　その結果、実質収支額は 2,494万円となっている。

　各施設の管理運営状況をみると、まず、東郷霊苑については、当年度の使用状況が 

1,416件で、前年度より 44件（3.0％）減少している。その内訳は、火葬件数が 42件、待

合室等の使用件数が ２件、それぞれ減少している。

　また、施設の維持管理については、第３次日向地区斎場東郷霊苑管理運営中期計画に基

づいて、東郷霊苑火葬炉設備補修工事等が実施されている。今後は第４次同中期計画に基

づき、計画的な工事・修繕に努められたい。

　次に、清掃センターについては、ごみの焼却量が 21,049トンとなっており、前年度よ

り 160トン（0.8％）減少している。

　また、清掃センター長寿命化総合計画に基づく設備機器の更新工事等により、焼却能力

及び排ガス処理能力等の回復と施設の延命化が図られている。

　清掃センターの排ガス等の測定結果は各基準値を下回っており、引き続き安定した運転

管理と排出抑制に努められたい。

　次期広域最終処分場については、基本計画の策定、基本設計の作成、用地測量及び不動

産鑑定等が進められた。一方、基本設計段階の概算工事費は基本計画時の約42億5,000万

円から約67億1,000万円となり、用地取得に向けた調整も課題となっている。今後はコス

ト縮減を図るとともに、地元関係者への丁寧な説明と協議を進め、事業を着実に推進され

たい。

　また、次期焼却施設についても、令和21年度の稼働開始に向け、本格的な検討が始めら

れている。これらの事業については、ホームページや広報紙等を活用し、事業内容や進捗

を分かりやすく伝えるなど、継続的な情報発信に努められたい。

　以上のとおり、各事業は、それぞれの計画に基づき、おおむね適正に執行されている。

今後は、老朽化した施設の維持補修及び延命化に加え、次期施設整備に伴う多額の財政負

担も見込まれることから、基金、地方債及び分担金への影響を見通した計画的な財政運営

に努められたい。

　第５次日向東臼杵広域連合広域計画は、令和７年度をもって計画期間が満了したが、実

施状況等を検証し、その結果を第６次広域計画に反映している。今後とも、各種計画等に

基づき、各事業の進捗と成果を検証し、持続的な管理・運営と地域環境の保全に資するこ

とを望むものである。
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令 和 ７ 年 度

決 算 審 査 資 料





資料１　人口の推移

資料２　ごみ焼却量の推移

資料３　日向地区斎場東郷霊苑使用件数の推移

※　使用件数のうち待合室及び安置室の使用件数は、括弧書きで再掲している。

資料４　焼却量等の推移

令和８年３月末日現在 令和７年３月末日現在 令和６年３月末日現在

人口(人) 前年度比(%) 人口(人) 前年度比(%) 人口(人) 前年度比(%)

日 向 市 55,602 △ 1.3 56,360 △ 1.3 57,120 △ 1.3 

門 川 町 16,027 △ 2.5 16,442 △ 0.9 16,588 △ 1.3 

美 郷 町 3,998 △ 2.8 4,112 △ 3.9 4,277 △ 3.4 

諸 塚 村 1,228 △ 2.3 1,257 △ 4.9 1,322 △ 2.8 

椎 葉 村 2,138 △ 0.2 2,142 △ 2.8 2,203 △ 4.4 

合 計 78,993 △ 1.6 80,313 △ 1.5 81,510 △ 1.5 

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度

量(ｔ) 前年度比(%) 量(ｔ) 前年度比(%) 量(ｔ) 前年度比(%)

日 向 市 15,047 △ 0.9 15,190 △ 3.2 15,692 △ 6.1 

門 川 町 4,682 0.2 4,674 △ 1.6 4,749 △ 2.7 

美 郷 町 788 △ 3.2 814 △ 3.7 845 △ 13.1 

諸 塚 村 177 0.6 176 △ 4.3 184 △ 9.4 

椎 葉 村 355 0.0 355 △ 3.8 369 0.8 

合 計 21,049 △ 0.8 21,209 △ 2.9 21,839 △ 5.6 

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度

件 前年度比(%) 件 前年度比(%) 件 前年度比(%)

日 向 市 938 (  2) 1.7 922 ( 3) △ 4.2 962 ( 0) △ 0.9 

門 川 町 264 (  0) △ 9.6 292 ( 0) 2.8 284 ( 0) 3.3 

美 郷 町 116 (  0) △ 15.9 138 ( 0) △ 4.2 144 ( 1) 0.0 

諸 塚 村 31 (  0) △ 24.4 41 ( 1) 5.1 39 ( 0) 21.9 

椎 葉 村 36 (  0) △ 12.2 41 ( 0) △ 8.9 45 ( 1) 15.4 

そ の 他 31 (  0) 19.2 26 ( 0) 0.0 26 ( 0) △ 25.7 

合 計 1,416 (  2) △ 3.0 1,460 ( 4) △ 2.7 1,500 ( 2) 0.3 

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度

量 前年度比(%) 量 前年度比(%) 量 前年度比(%)

ご み 焼 却 量 ｔ 21,049 △ 0.8 21,209 △ 2.9 21,839 △ 5.6 

電 力 用 量 kwh 1,709,055 △ 4.4 1,787,611 △ 2.9 1,840,168 0.2 

Ａ重油使用量 kℓ 17 183.3 6 △ 52.0 13 4.2 

灰 排 出 量 ｔ 2,258 △ 7.2 2,432 4.4 2,329 △ 5.8 

区 分

区 分

区 分

区 分
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資料５　ダイオキシン類等測定分析結果の推移 (清掃センター)

※　表中に未満と表示されている数値は定量下限値を示している。

※　ダイオキシン類の数値は毒性等量

資料６　ダイオキシン類等測定分析結果の推移 (日向地区斎場東郷霊苑)

※　表中に未満と表示されている数値は定量下限値を示している。

※　ダイオキシン類の数値は毒性等量

資料７　事業別分担金の内訳 (単位:千円・％)

資料８　事業別分担金の剰余金内訳 (単位:円・％)

令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ダイオ 排ガス ng-TEQ/㎥N 5 0.017 0.180 0.019 0.068 0.004 0.013 

キシン 飛  灰 ng-TEQ/g 3 0.200 0.230 0.200 0.150 0.064 0.096 

類 焼却灰 ng-TEQ/g 3 0.000085 0.00074 0.00074 0.00057 0.00110 0.00049 

一酸化炭素 ppm 100 2 4 3 2 2 2 

ば い じ ん g/㎥N 0.15 0.005未満 0.007未満 0.013 0.008 0.028 0.005未満

塩 化 水 素 mg/㎥N 700 130 140 160 190 150 150 

硫黄酸化物 ㎥N/h 50～60 0.31 0.30 0.29 0.48 0.67 0.38 

ダイオキシン類(排ガス) ng-TEQ/㎥N 0.52 0.49 0.80 

一 酸 化 炭 素 ppm 5.00 10.00 8.00 

ば い じ ん g/㎥N 0.005未満 0.005未満 0.005未満 

塩 化 水 素 mg/㎥N 5 6 5.00未満 

硫 黄 酸 化 物 ㎥N/h 0.018未満 0.03未満 0.019未満 

日 向 市 20,291 17,759 22,847 119,446 192,933 19,089 392,365 58.9 

門 川 町 8,215 6,241 7,719 40,422 69,246 6,571 138,414 20.8 

美 郷 町 4,204 3,850 3,087 16,226 26,041 2,265 55,673 8.4 

諸 塚 村 3,284 1,833 1,998 10,535 18,429 1,477 37,556 5.6 

椎 葉 村 3,451 1,941 1,949 12,283 20,343 1,682 41,649 6.3 

合 計 39,445 31,624 37,600 198,912 326,992 31,084 665,657 100.0 

日 向 市 2,151,128 765,592 2,928 3,350,857 7,197,133 989,574 14,457,212 58.0 

門 川 町 871,118 268,498 1,117 1,134,780 2,583,720 340,758 5,199,991 20.8 

美 郷 町 444,041 166,056 388 455,496 972,233 117,641 2,155,855 8.6 

諸 塚 村 348,924 79,306 657 295,597 687,839 75,383 1,487,706 6.0 

椎 葉 村 366,947 83,280 110 344,217 759,548 87,006 1,641,108 6.6 

合 計 4,182,158 1,362,732 5,200 5,580,947 12,200,473 1,610,362 24,941,872 100.0 

測定項目 単位 基準値

測 定 項 目 単位 令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度

区 分
一 般 管 理
分 担 金

斎 場 施 設
運 営 管 理 費

斎 場 施 設
建 設 費

最終処分場
建 設 費

ごみ処理施設

運営管理費
ごみ処理施設

建 設 費
合 計 構成比

区 分
一 般 管 理
分 担 金

斎 場 施 設
運 営 管 理 費

斎 場 施 設
建 設 費

最終処分場
建 設 費

ごみ処理施設

運営管理費
ごみ処理施設

建 設 費
合 計 構成比
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